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表 3.知的障害特別支援学校における教科学習の現状と課題：Ⅲ 実施と評価 
⑦評価時期	
現状	 課題	












































































	 以上、本事業によって、県内の知的障害特別支援学校 7 校への教科学習に関するインタビューの結果
を分析し、教科学習の現状と課題を明らかにすることができた。知的障害のある子どもの学び続ける力
を育てる教科学習に向けて、（１）教科指導の際の学習集団の編成と学習形態、（２）知的障害特別支援
学校で教科学習を行う目的、（３）教育と生活の結合について焦点を当て考察し、今後の課題を述べる。	 	
	 第１に、インタビューの結果から、特別支援学校では、教科学習の集団と形態について、縦割りで集
団が編成され、様々な工夫がなされていた。縦割りの学習集団を編成する上での課題として多く挙がっ
ていたのが、教員同士の連携であった。教科担当者と担任が異なる場合があるため、各教科で学習した
ことが別の場面（例えば HR 活動等）で活かされているのかわからないという学習内容と評価の問題が
ある。教科担当者は各教科で扱っている内容や評価について担任に伝えたり、逆に担任が HR 活動等で
扱っている各教科に関係する内容や評価について教科担当者に伝えたりする必要がある。	
	 第２に、学習内容について一番多く取り上げられた課題は、学習内容の重複であった。学習内容の重
複を避けることは大切であり、そのために学習内容表を作成すれば学習内容の選定も担当者のみに委ね
られにくくなり、系統性も持たせやすいという利点がある。しかし、何のために教科指導を行うのかと
いった教科教育の根本的な目的も忘れてはならない。特別支援学校では、教育内容の精選に当たっても、
実生活に役立つこと、身近な問題であること、進路や職業に結びつくことなどが大切な要素とされてき
た。そのため、例えば、英語などの外国語は、それを教えることが知的障害者の生活や進路にどれほど
役立つのかという疑問もあり、これまであまり積極的に取り組まれてこなかった経緯がある。学習指導
要領の改訂もあり、知的障害者の学びの保障という観点からも、今後、知的障害者の各教科の指導につ
いてより深く考えていく必要がある。	
	 第３に、先述の通り、知的障害児教育では実生活に役立つことが重視されており、それ自体は重要で
ある。その際、教科別の指導、領域別の指導、教科・領域を合わせた指導それぞれが、子どもの実生活
を意識し、関連性をもって実施されているか、すなわち「教育と生活との結合」（青木	2015）がなされ
ているかについては、さらなる問い直しが必要であろう。教科指導で学んだことを生活の中で確かめ、
生活の中で経験し学習したことを教科学習の中で整理しまとめあげる（青木	2015）。そのことを視野に
入れた教育課程が教科学習を発展させる際に求められる。小・中・高と子どもの成長に応じた学習の系
統性と同時に、子ども一人ひとりの今に目を向け、教育課程における関連性、学校でしかできない学び
を検討することが、子どもの学び続ける力を育てることにつながると考える。	
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